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１ 業務の概要 
 

1.1 業務の目的 
  中部地方環境事務所においては、来年度以降、管内における地域循環圏の構築に向け、

モデル事業等を実施する予定としているが、このモデル事業等の実施に先立ち、本業

務では東海 3 県における食品残さを中心としたリサイクルループの現状や、その課題
等についての情報を把握・整理することを目的とする。 

  
 

1.2 業務概要 
業務名：平成２０年度中部地方における地域循環圏の構築に向けた基礎検討業務 
工期：平成２１年２月９日より平成２１年３月２７日まで 
担当課：中部地方環境事務所廃棄物・リサイクル対策課 

  業務対象地：中部地方環境事務所の管轄区域のうち、岐阜県、愛知県及び三重       

県とする。ただし、内容に応じて隣接県を含む。 
業務の内容： 
（１） 食品残さの再生利用に関する概況の整理 

対象区域において実施されている事業系一般廃棄物である食品残さの再生利

用の取組に関し、既存の資料や WEB 情報の整理及び事業者等へのヒアリン
グを通じ、概況を整理する。 
具体的な手法は、以下のとおりである。 
① 事業系一般廃棄物である食品残さに関して、事業者等による再生利用の

取組を抽出（リサイクルループを形成しているものは網羅的に、その他

の取組については特徴的なものを）し、概要を一覧表に整理する。 
② ①のうち、中部地方環境事務所担当官が指示する 3事例について、 
・ 各ステークホルダーに関する情報、ステークホルダーごとの役割 
・ 事例ごとの再生利用の取組の状況と今後の予定 
等、参考となる事項につき詳細な整理を行う。 

      ③ ②で対象とする事例につき、小売業者等や堆肥化業者等や農業者・農協

関係者等へのヒアリングを実施し、それぞれの立場での肥料・飼料の使

用に関する状況・課題等を整理する。 
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２ 調査結果 
2．１ 食品残さの再生利用に関する概況の整理 

事業系一般廃棄物である食品残さに関して、事業者等による再生利用の取組を

抽出（リサイクルループを形成しているものは網羅的に、その他の取組につい

ては特徴的なものを）し、WEB情報や聞取り調査を行い概要を一覧表（表-１）
に整理を行った。また事業系産業廃棄物である食品残さや家庭からの一般廃棄

物である生ごみについても、事業系一般廃棄物である食品残さのリサイクルル

ープの形成の参考となりうる事例も併せて記載した。 
 
 
     概要一覧表に記載した 26事例のうち平成 21年度より操業開始予定の中部有機 

リサイクル㈱を除いた 25事例について、一般廃棄物と産業廃棄物の区分けごと       
にリサイクルループの形成状況の事例数を集計した結果を表-２に示す。 

                   表-２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙 食品残さの再利用に関する概要一覧表（表-1） 
 
 
 
 
 

リサイクルループの形成状況 一般廃棄物

と産業廃棄

物の区分け 
◎リサイクル

ループを形成

△一方通行（ル

ープ未形成）

×再生利用を 
中止 

計 

一廃 
 

12 4 0 16 

産廃 
 

1 3 0 4 

一廃 
産廃 

0 4 1 5 

計 13 11 1 25 



表-１ 食品残さの再利用に関する概況一覧表 ◎リサイクルループを形成　△一方通行（ループ未形成）　×再生利用を中止 抽出した3事例

食品残さの
排出者

取組 取組内容
再生利用
事業者

堆肥・飼料を
使う生産者

農産物の
販売者利用者

ループ
の形成
状況

一般廃棄
物と産業
廃棄物の
区分け

実施地 摘　要

イオンリテール㈱
ジャスコ久居店

堆肥化
ジャスコ久居店で排出された食品残さを(有)三
功で堆肥化し、(有)酵素の里とその契約農家で
生産した野菜をジャスコ久居店で販売している

(有)三功
(有)酵素の里
とその契約農家

イオンリテール㈱
ジャスコ久居店

◎ 一廃 三重県
http://www.sankoh35.co.jp/con
tents12.html

ユニー㈱
アピタ松阪三雲店

堆肥化

アピタ松阪三雲店で排出された食品残さを(有)
三功で堆肥化し、(有)酵素の里とその契約農家
で生産した野菜をアピタ松阪三雲店で販売して
いる

(有)三功
(有)酵素の里
とその契約農家

ユニー㈱
アピタ松阪三雲店

◎ 一廃 三重県
http://www.uny.co.jp/corporat
e/torikumi/eco/management/rep
ort.html

井村屋製菓㈱ 堆肥化
大豆かす、おからなどの有機性廃棄物を肥料化
し農業生産法人「ねぎぼ～ず」で生産されたタ
マネギで肉まんを製造

三重中央開発㈱
（大栄環境グループ）

農業生産法人
「ねぎぼ～ず」

井村屋製菓㈱ ◎ 産廃 三重県
産業廃棄物のみのため該当せず
http://www.dinsgr.co.jp/servi
ce/handle/food/index.html

㈱伊賀の里
元気になる農場レストラン
モクモク鈴鹿店
風に吹かれて津店

堆肥化

モクモク手作りファームの直営レストラン2店
舗で出される食べ残しや野菜のカットくずをみ
えエコくるセンターで堆肥にし、それを使って
モクモク直営農場で野菜を作り、再びレストラ
ンで調理して提供

㈱みえエコくるセンター
農業組合法人
伊賀の里モクモク
手作りファーム

㈱伊賀の里
元気になる農場レスト
ランモクモク鈴鹿店
風に吹かれて津店

◎ 一廃 三重県
http://www.eco-
cle.jp/index.html
http://www.moku-moku.com/

マックスバリュ19店舗 堆肥化

マックスバリュ19店舗から出た食品残さから
作った堆肥を「大地の耕作人」が使用し、生産
した野菜をマックスバリュ鈴鹿住吉店の地産地
消コーナーとファーマーズだいちで販売

㈱みえエコくるセンター
農業生産グループ
「大地の耕作人」

マックスバリュ鈴鹿住
吉店
ファーマーズだいち

◎ 一廃 三重県 http://www.kousakunin.net/

食品メーカー、百貨店
スーパー、コンビニ、
ホテル、旅館

堆肥化
地元で発生した食品残さを堆肥化し主にサラダ
ミズナ・ルッコラを栽培し、地元スーパー・大
阪市内デパートに出荷

㈱大栄工業
農業組合法人
忍の里

地元スーパー
大阪市内デパート

◎ 一廃
三重県
大阪市

http://www.dkgr.co.jp/daiei/k
ankyou/syokuhin/index.html

スーパー、レストラン、ホ
テル、

堆肥化
BDF化

スーパー、レストラン、ホテルから分別された
食品循環資源を専用容器にて収集し、剪定枝・
戻し堆肥を混合し、堆肥原料としている

㈱東海環境サービス
多度バイオマスセンター

△ 一廃 三重県 http://www.tokaiks.co.jp/

戸田家 堆肥化
鳥羽市の旅館戸田屋の出た食品残さを地元農家
で堆肥化している。その堆肥を使用して作った
野菜を戸田屋の料理に使っている。

地元農家 地元農家 戸田屋 ◎ 一廃 三重県

飼料化は中止
http://www.eco.pref.mie.jp/cy
cle/100160/eco_comyu/doc/p3.p
df

食品メーカー 堆肥化
食品製造の過程で発生する食品加工残渣等の資
源を有効活用し堆肥化している。

自然応用科学㈱ △ 産廃
岐阜県 http://www.shizen-

ok.co.jp/company/jigyou2.html

食品工場 飼料化

食品工場で廃棄される食品残さ（パンくず、お
から、ジュース、牛乳等）から液状飼料を作
り、場内でパイプラインを使用して豚のえさと
して供給している。

(有)ロッセ農場 (有)ロッセ農場 養老ミート、他 △ 産廃

岐阜県
愛知県
長野県
三重県

有限責任中間法人循環資源再生
利用ネットワーク（しげんさい
せいネット）が関与



表-１ 食品残さの再利用に関する概況一覧表 ◎リサイクルループを形成　△一方通行（ループ未形成）　×再生利用を中止 抽出した3事例

食品残さの
排出者

取組 取組内容
再生利用
事業者

堆肥・飼料を
使う生産者

農産物の
販売者利用者

ループ
の形成
状況

一般廃棄
物と産業
廃棄物の
区分け

実施地 摘　要

社員食堂、食品メーカー 飼料化
社員食堂の食品残さや食品メーカーから出る麺
くず、パンくずを自社で飼料化し養豚を行って
いる。

(有)堀田畜産 (有)堀田畜産 △
一廃
産廃

愛知県
http://ecofeed.lin.go.jp/ecofeed_po
pup.cgi?id=136

コンビニの消費切れ商品 飼料化
コンビニの消費切れ商品をジェットバーナー方
式で飼料化し、エコフィードとして販売

(有)岩田清掃
　　暁工場

△ 一廃 愛知県

ユニー㈱
アピタ刈谷店
ユニー知立店

堆肥化

刈谷市・知立市にあるユニーの店舗から排出さ
れる魚あら、野菜くずなどの食品残さを、ヒラ
テ産業がたい肥化し、これを愛知県 経済農業
協同組合連合会が購入し、農家に供給する。こ
のたい肥により生産された農作物は愛知県経済
農業協同組合連合会を経由してユニーで販売さ
れる。

ヒラテ産業(有)

愛知県経済農業協
同組合連合（JAあ
いち）

ユニー㈱
アピタ稲沢店
アピタ千代田橋店
ユニー一宮店

◎ 一廃 愛知県
http://www.uny.co.jp/corporat
e/torikumi/eco/management/rep
ort.html

農家、食品メーカー

堆肥化
飼料化
バイオエタ
ノール化

農家の売れ残り野菜を未利用バイオマスとして
購入しリユースに近い畜産用飼料を提供。有機
肥料やバイオエタノールの生産も行っている。

東海リソース㈱ △
一廃
産廃

愛知県 http://www.tokai-resource.jp/

食品関連工場
肥料化
飼料化

亜臨界（水熱）技術を用いて食品廃棄物を通常
より早く分解し、液体飼料、堆肥を製造

㈱小桝屋 △ 産廃 愛知県
一廃は扱いたいが、配送コス
ト、異物混入などの問題で見合
わせている

ユニー㈱
㈱サークルKサンクス

堆肥化

ユニーグループ（ユニー、ユーストア、サーク
ルＫサンクス）の店舗で排出された食品残さを
㈱D.I.Dで堆肥化し、地元JAで栽培しユニーグ
ループの店舗で販売

㈱ディーアイディー

愛知県経済農業協
同組合連合（JAあ
いち）
JA海部、JA愛知西

ユニー㈱
㈱サークルKサンクス

◎ 一廃 愛知県

https://www.circleksunkus.jp/data
/up/file148e96abcb2570.pdf
今後はサークルKサンクスで販売す
る弁当に使用する予定

スーパー、レストラン、食
品工場

堆肥化 平成20年6月に操業を停止
アサヒ環境システム㈱
オーガニックバイオセン
ター

×
一廃
産廃

愛知県
岐阜県

㈱ヤマナカ 堆肥化
ヤマナカの市内店舗で出た食品残さを熊本清掃
社で堆肥化し、JAなごやの契約農家でブロッコ
リーを作りヤマナカの市内5店舗で販売

㈱熊本清掃社
バイオプラザなごや

なごや農業
協同組合

㈱ヤマナカ ◎ 一廃 愛知県

㈱ナゴヤキャッスル
2事業所

堆肥化

ナゴヤキャッスルの2つのホテルのレストラン
から出る食物残さを熊本清掃社で堆肥化し、JA
なごやの契約農家でブロッコリーとタマネギと
を作り、ホテルのレストランで調理

㈱熊本清掃社
バイオプラザなごや

なごや農業
協同組合

㈱ナゴヤキャッスル
ウエスティンナゴヤ
キャッスル「レストラ
ンブローニュ」

◎ 一廃 愛知県

スーパー等 堆肥化
熊本清掃社の堆肥グリーンサプリで使用してリ
バイブが作った野菜を喫茶アイカフェで調理し
て提供

㈱熊本清掃社
バイオプラザなごや

㈱リバイブ
リバイブ農園

アイカフェ △ 一廃 愛知県

http://www.revive.co.jp/works/pro
duct.html
おかえりやさいプロジェクトと関連の
ある取組

アイカフェ 堆肥化
アイカフェで出た食品残さを生ゴミ活性機で堆
肥化発酵促進剤にして、永田牧場の牛糞を堆肥
化している

永田牧場 △ 一廃 愛知県
http://ameblo.jp/i-cafe20070407/
おかえりやさいプロジェクトと関連の
ある取組

http://shimin.n-kd.jp/garbage/
http://www.kumasei.com/
おかえりやさいプロジェクトと関連の
ある取組



表-１ 食品残さの再利用に関する概況一覧表 ◎リサイクルループを形成　△一方通行（ループ未形成）　×再生利用を中止 抽出した3事例

食品残さの
排出者

取組 取組内容
再生利用
事業者

堆肥・飼料を
使う生産者

農産物の
販売者利用者

ループ
の形成
状況

一般廃棄
物と産業
廃棄物の
区分け

実施地 摘　要

めいきん生協 堆肥化
めいきん生協で出た食物残さを契約農家で堆肥
化し、野菜を作ってめいきん生協で販売

契約農家 契約農家 めいきん生協 ◎ 一廃
愛知県
岐阜県

食品メーカー、飲食店 堆肥化 食品メーカー、飲食店のの食品残さを堆肥化 (有)孝和
(有)ファームエコ
ム

△
一廃
産廃

愛知県
http://www.eco-kowa.co.jp/
油が多くコンビニ弁当は取り扱いを
中止

スーパー等 飼料化 食品残さの液状飼料化を予定 中部有機リサイクル㈱ 養豚業者 － － 愛知県 平成21年6月ごろ操業開始予定

食品メーカー等
堆肥化
燃料化

動植物残さの堆肥化と堆肥の燃料化
オガワ農材
アツミオーガニックセン
ター

△
一廃
産廃

愛知県 http://www.ogawa-nouzai.com/

一般家庭 堆肥化
一般家庭から出た生ゴミを衣装箱で作った堆肥
ケース「ひなたぼっこ」で1次発酵させたもの
をリサイクルパークで2次発酵している。

鳥羽市リサイクルパーク ◎ 一廃 三重県
http://www.city.toba.mie.jp/r
ecycle-park/park/park.html

１次発酵堆肥の持ち込み者に配布
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2.2 ループの形成が成立している３事例について 

   2.1で作成した一覧表より、事業系一般廃棄物である食品残さのリサイクルループ
を形成している事例の中から 3事例を抽出し、 
・各ステークホルダーに関する情報、ステークホルダーごとの役割 
・事例ごとの再生利用の取組の状況と今後の予定 
について以下の表-３に取りまとめた。 

 
事例１ 三功を中心とした取組 
＊再生利用事業者と地元が一緒に行った先駆的な堆肥化の取組 
・イオン株式会社中部カンパニー（ジャスコ久居店）※食品残さの排出者 
・有限会社三功 ※再生利事業者（堆肥化） 
・有限会社酵素の里 ※堆肥・飼料を使う生産者 
 
事例２ モクモク手作りファームを中心とした取組 
＊一旦出来たリサイクルループを技術的な観点から見直し、土作りにこだわった取組 

・株式会社伊賀の里 ※食品残さの排出者 
・株式会社みえエコくるセンター ※再生利用事業者（堆肥化） 
・農事組合法人モクモク手づくりファーム ※堆肥・飼料を使う生産者 
 
事例３ おかえりやさいプロジェクト 
＊大都市部における市民と企業が一体となった取組 
・㈱ヤマナカ（名古屋市本社、市内店舗）※食品残さの排出者   
・㈱キャッスルホテル ※食品残さの排出者 
・㈱熊本清掃社  ※再生利用事業者（堆肥化）  
・なごや農業協同組合（ＪＡなごや）※堆肥・飼料を使う生産者 

 

表-３ 3事例の各事業者の役割 
 

事

例 
取

組 
食品残さの排出者 再生利用事業者 

堆肥・飼料を使う 
生産者 

農産物の 
販売者･利用者 

イオンリテール㈱ 
ジャスコ久居店他 

(有)三功 (有)酵素の里 
その契約農家 

イオンリテール㈱ 
ジャスコ久居店 

1  
堆

肥 
化 

売れ残り、カットくず

等の処理を(有)三功に
委託 

堆肥「有機みえ」

を生産、販売 
堆肥「有機みえ」を

使った野菜を生産、

販売 

(有)酵素の里から出荷
された野菜を販売 
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㈱伊賀の里 
元気になる農場レスト

ランモクモク鈴鹿店 
風に吹かれて津店 

㈱みえエコくる

センター 
農業組合法人伊賀

の里モクモク手作

りファーム 
その契約農家 

㈱伊賀の里 
元気になる農場レスト

ランモクモク鈴鹿店 
風に吹かれて津店 

2  
 
堆

肥 
化 ２つのレストランから

出る食べ残しや野菜く

ずの処理を㈱みえエコ

くるセンター荷委託 

分別された生ご

みを、１年かけて

堆肥化 

堆肥を使って、直営

農場と契約農家で

野菜を生産 

モクモクの直営農場や

契約農家で作られた野

菜をレストランで調理

㈱ヤマナ

カ 
㈱ナゴヤ

キャッス

ル 

㈱熊本清掃社 
バイオプラザな

ごや 

なごや農業協同組

（JA なごや）大高
支店 
その契約農家 

㈱ヤマナ

カ 
㈱ナゴヤキ

ッスル 
3  

 
 
 
堆

肥

化 

売れ残り、

カットく

ず等の処

理を㈱熊

本清掃社

に委託 

レストラ

ンから出

た食べ残

し、カット

くずの処

理を㈱熊

本清掃社

に委託 

自動分別機で生

ゴミのみを分離

し、５０日程度で

堆肥化し「グリー

ンサプリ」の商標

で販売 

「グリーンサプリ」

を用いてブロッコ

リー、タマネギを生

産し、名古屋中央市

場本場市場を経由

で販売 

名古屋市

内系列店

５店舗で

ブロッコ

リ ー を

「おかえ

り や さ

い」の商

標で販売 

「グリーン

サプリ」で

作 ら れ た

タマネギ、

ブ ロ ッ コ

リ ー を レ

ス ト ラ ン

で調理 

 
 
事例１ 三功を中心とした取組 
・イオン株式会社中部カンパニー（ジャスコ久居店）※食品残さの排出者 
・有限会社三功 ※再生利事業者（堆肥化） 
・有限会社酵素の里 ※堆肥・飼料を使う生産者 

 
取組の状況 今後の予定 

ジャスコ久居店他 5店舗で排出された食品の売れ残り、野
菜のカットくずは、三功の第１リサイクルセンターで堆肥

化の１次発酵が行われ、(有)酵素の里の圃場に近接する堆
肥舎で２次発酵が行われ三功の堆肥「有機みえ」となる。

「有機みえ」は三重県リサイクル製品に認定されている。

酵素の里では自社農場と契約農家で堆肥を用いて野菜と

米を生産している。作られた野菜はジャスコ久居店や酵素

三功としては他の地域で

のループ形成に技術協力

をしていきたい。またプラ

スチックゴミの洗浄技術

も開発し、弁当の廃棄物も

よりきちんとリサイクル

できる仕組みを構築中で
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の里で｢循環野菜｣のシールをつけて販売している。   

三功は平成 5年より生ごみの堆肥化に取組んでおり、代表
者自らも農業従事者となり、近隣の農家と一体となって土

作りを行ってきた。当初は堆肥にビニールが混じったりも

したが、農家に理解して使ってもらうような信頼関係の中

で、堆肥作りの技術を構築していった経緯がある。 
ジャスコでは、生ごみ処理機を平成 7年から各店舗に導入
したり、廃油のリサイクルは行ってきたが平成 15年から
堆肥化を行った時点でリサイクルループ完成しており、先

進的な取組といえる。平成 17年にはアピタ松阪三雲店と
のリサイクルループも成立している。 
堆肥の質も安定しており、契約農家は協同出荷で市場を通

さず直接販売することで採算もあっている現状である。 

ある。 
平成 21 年 1 月に食品リサ
イクル製品－認証普及制

度における、仮認証を受け

た。同年３月より(財)日本
土壌協会との共同実験と

して「土壌微生物多様性調

査」を(有)酵素の里の圃場
で開始した。目的は堆肥の

使用によって土壌が豊か

になり、作物にどのような

影響（安全性）を及ぼすか

を調査するものである。 
イオンリテールでは愛知

県、三重県でのリサイクル

率を向上させる予定であ

る。 
 
事例２ モクモク手作りファームを中心とした取組 
・株式会社伊賀の里 ※食品残さの排出者 
・株式会社みえエコくるセンター ※再生利用事業者（堆肥化） 
・農事組合法人モクモク手づくりファーム ※堆肥・飼料を使う生産者 

・  
取組の状況 今後の予定 

平成 14年からモクモクファームでは場内のレストランや
地ビール工房から出る食品残さで堆肥を作り、野菜作りを

行っていたが堆肥舎が来客用駐車場に近接しており、来場

者に不快感を与える可能性がある為、堆肥作りを一旦中止

した。それを契機に外部の直営レストランの食品残さを平

成１９年に操業を開始した㈱みえエコくるセンターで処

理する方法に切り替えた。同センターで１年間かけて作ら

れた堆肥をモクモクファームの直営農場と契約農家で使

用して野菜を作り、その野菜を外部の直営レストランで調

理して提供している。同センターは専用のカートを用いた

分別収集を行っており、排出者にも分別等の負担を共有し

てもらっている。同センターの経営者もモクモクファーム

モクモクファームは自ら

作った土で農産物を生産

したいとの理由から場内

での堆肥化をジャージ種

の牛糞も含めて技術的な

面から再検討している。エ

コくるセンターは日量 40
ｔまでの処理能力がある

が現在スーパー等からの

利用量は 7t 程度であるの
で、取引先を拡大したい意

向である。 
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の堆肥化の担当者も橋本力男氏によるコンポスト学校の卒

業生であり「お互いにリサイクルに頑張って取組もう」と

言う意識を共有することによって、より品質の安定したリ

サイクルを可能としている。 
 
事例３ おかえりやさいプロジェクト 
・㈱ヤマナカ（名古屋市本社、市内店舗）※食品残さの排出者   
・㈱キャッスルホテル ※食品残さの排出者 
・㈱熊本清掃社  ※再生利用事業者（堆肥化）  
・なごや農業協同組合（ＪＡなごや）※堆肥・飼料を使う生産者 

 
取組の状況 今後の予定 

ヤマナカは以前より廃油や魚のあらはリサイクルしてき

た。野菜くずに関しては社内での堆肥化は技術的な面から

と、出来た堆肥の使用先に不安があったので、見合わせ、

アサヒ環境（株）に委託してきたが、平成２０年に同社が

操業を休止したのを機に、㈱熊本清掃社に処理の委託先を

切り替えた。 
またＪＡなごや大高支店では平成１９年より熊本清掃社

の堆肥「グリーンサプリ」を使用し、特産のタマネギとブ

ロッコリーの生産を行った。 
平成１８年に発足したなごや循環型社会・しみん提案会議

の深掘り会議から派生した「おかえりやさいプロジェク

ト」にヤマナカ、熊本清掃社、ＪＡなごや等がメンバーと

して参加していた。ヤマナカがＪＡなごやで生産されたブ

ロッコリーを販売することでリサイクルループが形成さ

れた。 
ナゴヤキャッスルは平成 19年より 2つの事業所のレスト
ランから出る食品残さの堆肥化を㈱熊本清掃社に委託し

た。平成 20年よりＪＡなごやで作られたブロッコリー、
タマネギをウエスティンナゴヤキャッスルホテルのレス

トラン「ブローニュ」で調理し提供している。 

平成 21 年度は夏春ブロッ
コリーとタマネギを計画

している。「おかえりやさ

いプロジェクトは今後も

続けていく」方針。 
ウエスティンナゴヤキャ

ッスルホテルでは今後「お

かえりやさいプロジェク

ト」の商標を使用するかは

マーケティング部門が検

討中。ヤマナカは食品リサ

イクルだけでなく魚のト

ロ箱や食品トレーのリサ

イクルを、知的障害者の授

産施設で進めている。 
熊本清掃社は６月に２期

ラインが竣工する予定で、

現在 104t/日の処理量が約
2 倍になる。増産に向けて
堆肥の発酵技術者（ごみ杜

氏）を育成している。 
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2.3 ヒアリング調査結果の整理 
 ヒアリング調査の結果より各ステークホルダーごとに現状や課題の整理等を行った 

 
ステーク 
ホルダー 

内容 現状と課題 

食品残さ

の排出者 
並びに 
農産物の

販売者 
利用者 

 

ヤマナカ、ジャスコ

は以前から、廃油、

魚あら等は分別し、

野菜くずも自社や

業者での堆肥化に

取組んできた。 

愛知県内では一般廃棄物の食品残さの再資源化処理施設

が不足している。 
市町村界を越える場合の一般廃棄物収集運搬許可の事前

協議が障壁となっている。 
再生利用した堆肥や飼料で作った農産物は、高値になる

と販売に支障が出る。 
農産物が量販に見合うほど供給されない。たとえば三重

県のジャスコ 6 店舗で排出された食品残さを三功で堆肥
化しているが、その堆肥で生産できる野菜は久居店 1 店
で販売できる程度である。ヤマナカではおかえりやさい

のブロッコリーは年間を通じて数ヶ月しか店頭に置くこ

とができず、平成 21年に計画しているタマネギを含めて
も 2種類の品揃えである。 

再生利用

事業者 

補助金にも頼らず、

独自の技術開発・研

究を重ねて再生利

用事業に取組んで

きた。 
 

愛知県では処理施設が不足し、岐阜県では一般廃棄物の

食物残さの再生利用事業者は０である。三重県ではこれ

らと対象的に原料となる食品残さが不足する傾向があ

る。 
処理費は産業廃棄物であれば 35~40 円/kg であるが、一
般廃棄物は自治体が行う焼却処理の 15~20 円/kg と同額
程度にする必要があるため、2 次発酵のコストの負担が
難しい。 
食べ残しや、売れ残り等の一般廃棄物は、食品工場から

排出される残さ（おから、パンくず等）に比べ質が一定

でなく、異物混入が多いため、安定した肥料や飼料を作

りにくい。特に家畜の飼料として原料の腐敗は致命的で

あり、また食味に影響すると考えられるため品質の安定

化が望まれている。 

堆肥・飼料

を使う 
生産者 

堆肥を使ってより

良い農産物を作る

ことに取組んでき

た。 

完熟していない堆肥では作物に悪影響があるため、安全

な堆肥を供給してくれる再生利用業者から、安定した購

入をしたいが、要望に応じられる業者が不足している。

より付加価値をつけて販売したいが、減農薬・減化学肥
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料で作った農作物は慣行農法のものと価格に大差がな

く、手間をかけた分の差別化がしにくく、継続的に生産

する意欲がそがれる恐れがある。 
堆肥の有効性、安全性等の効果を購買者に示す分かりや

すい指標がない。 
 

 
 2.4 主要課題の整理 

 
ステーク 
ホルダー 

主要課題 備考（要望等） 

食品残渣の排出

者並びに農産物

の販売者･利用者 
 

事前協議の煩雑さ 
処理施設の不足 
安定した農産物の供給 
 

一般廃棄物収集運搬許可を現行の地方自治体

から、県あるいは国単位で付与する広域化を

図ってほしい。 
地方自治体の焼却施設の処理費と同額程度の

堆肥化処理施設を自治体で運営してほしい。 

再生利用事業者 

処理費が安い 
食品残さの質が一定でな

く異物が混入する 

産業廃棄物と一般廃棄物の処理費の価格差を

補填できるような、イニシャルコストあるい

はランニングコストの補助金や税制等の施策

を実施してほしい。 

堆肥・飼料を使う 
生産者 

安全な堆肥の安定的な

供給 
堆肥の効果の指標が必要

安全な堆肥や飼料を安定的に提供できる再生

利用事業者を増やす。 
指標や認定制度の確立 

共通 
各ステークホルダーをつ

なぐ情報が不足してい

る。 

各ステークホルダーをつなぐコーディネータ

ー、堆肥化や農業指導の技術者の育成 

 
    
 
 

2.5 まとめ 
スーパーやコンビニ等の小売業、レストラン等の飲食店から排出される事業系

一般廃棄物である食品残さは、食品メーカー等から排出される産業廃棄物に比べ

再生利用が難しいことが改めて明らかになった。 
三重県で取組が進んでいるのに比べ愛知県、岐阜県では取組が遅れている原因

として、(有)三功の先駆的な取組と、それとは別の動きである橋本力男氏による
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コンポスト学校の卒業生 50 名ほどが各地で（モクモク、エコくるセンター、鳥
羽市リサイクルパーク等）活動していることがあげられる。三重県では農業の視

点から食品残さをとらえる傾向が強く、小さなループを確実に回すことに力点が

置かれているが、愛知県では大量に発生する食品残さをいかに経済的に迅速に処

理することに力点が置かれているように感じられる。 
リサイクルループの形成にあたっては、排出事業者と再生利用事業者と農業生

産者をつなぎ、お互いの欠けている部分を補い合う方法や仕組みを提言できるコ

ーディネーターが不足しており、今後よりその存在が重要となってくる。また一

方で循環による重金属の生物濃縮や抗生物質の耐性の問題も懸念される。今回始

まった堆肥の有効性に対する認証等も合わせて、総合的にリサイクル技術を検証

できる人材の育成は急務である。 
飼料化に関しても産業廃棄物からの再生利用は進んでいるが、一般廃棄物は異

物の混入や品質の面で再生利用がはかどっていない。平成 21 年度より名古屋市
で操業される飼料化の新規業者の取組が注目される。 
愛知県内には産業廃棄物の再生利用事業者は多数存在しているが、技術面、採

算面で一般廃棄物を扱っていない現状である。この地方の味噌、酢等食品産業の

発酵技術と車両産業の機械技術等のハードと一般廃棄物収集運搬許可の緩和や補

助金、施設の誘致等の行政の協力等と人材の育成等のソフトが組み合わされれば、

近い将来に一般廃棄物の食品残さのリサイクルは進展するものと考えられる。 
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イオンリテール㈱中部カンパニー 
 
これまでの経緯 
平成７年   生ゴミ処理機を順次各店舗に導入し、店ごとに堆肥化を行ってきた。出来

た堆肥はお客様感謝デーなどで、家庭菜園用にお客さんに配布していた。 
 
平成 15年  ジャスコ久居店の食品残さを(有)三功に処理を委託 
       (有)三功で作られた堆肥を使用して作られた酵素の里の野菜を販売 
 
        【リサイクルループ成立】 
       現在に至る 
       三重県内の６店舗は(有)三功にて堆肥化処理を行っているが、野菜を販売し

ているのは久居店のみである。 
 

  
 ジャスコ久居店           店内における野菜の販売 
 

愛知県、岐阜県での取組 
 

  アサヒ環境㈱名古屋オーガニックバイオセンターで堆肥化を行ってきたが

当社が平成 20年 6月に操業を停止したため、桑名市の㈱東海環境サービス
多度バイオマスセンターで一時処理を依頼していたが、現在は各市町村で

焼却処理を行っている。今後、外部処理委託できる施設があれば堆肥化・

飼料化へ切りかえる予定。 
 
現状並びに今後の取組 
       廃油に関しては今までも 100％リサイクルしてきた。中部カンパニーの食品

残さのリサイクル率は平成 18年度で 34％程度、平成 19年度は 38.9%であ
った。20 年度はアサヒ環境㈱の操業停止の影響で横ばいあるいは、微減と
なる見通しであるが、平成 21年 6月から操業が開始される㈱熊本清掃者の
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第 2次ラインでの堆肥化処理が始まれば、21年度は順調にリサイクル率の
向上が見込まれる。 

 
       食品リサイクル推進のためには行政側の協力を必要としている。収集運搬

については行政単位の一般廃棄物収集運搬許可から県あるいは国単位で生

ごみ収集運搬許可を付与すれば市町村界を越えた再生処理が進みリサイク

ル率は向上する。さらに地方自治体が焼却と同料金で利用できる堆肥化処

理施設を設置すれば飛躍的にリサイクル率が推進されるものと思われる。 
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(有)三功 
 
これまでの経緯 
平成５年    生ごみ堆肥化実験開始 
平成 7年１月  生ごみ堆肥の生産を開始 ２ｔ/日 
    ３月  堆肥「有機みえ」生産開始 
    ７月  久居市より再生利用個別指定業 
平成１５年９月 再生利用事業所登録認定 
        マックスバリュ津北店、同港町店、ジャスコ久居店より食品残さ回収 
       【リサイクルループ成立】 
平成１６年７月 「有機みえ」三重県リサイクル製品に認定 
平成１７年   アピタ松阪三雲店食品残さ回収 
       【リサイクルループ成立】 
平成 21年 1月 財団法人日本土壌協会より食品リサイクル堆肥仮認証を受ける 
 
処理量 現在５ｔ/日 
 
 
堆肥化技術 
 
 菌：土壌菌 
 水分調整剤：おが粉 
 2次発酵：屋根付堆肥場 
 切返し：2週間毎 
熟成：3ヶ月 
 

  
     生ゴミの投入撹拌             1次発酵 
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     2次発酵              堆肥「有機みえ」 
 
処理費：18円／kg  ＊津市 15円／kg 
運搬：自社 
   
 

  

                 運搬車両 
 
堆肥化の推移 
 当初は近くの農家に使ってもらっていた。 
 万が一農作物に被害が出た場合は補償することを約束し使ってもらった 
 口コミで使用者が広がっていった 
 ビニールが混ざったりもしたが、理解して使ってもらった 
 平成１５年くらいから有償販売をおこないトラックで農家に運搬した 
 平成１６年から 20kgの袋詰で酵素の里等で販売 
 平成 17年頃から堆肥の生産より需要が増し、予約待ちとなった 
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食品リサイクル製品―認 証・普及制度 
 
(財)食品産業センターが農水省の補助事業として検討を行ってきた食品リサイクル製品―
認 証・普及制度の実施要綱が確定した。原材料に食品循環資源を 10%以上含むなど一定の
基準を満たす肥料を食品リサイクル肥料として認証し、この肥料を使用した農産物や加工

食品には識別マークを付与できるという制度で、(財)日本土壌協会を認証機関に、平成 21
年 4月 1日から運用が始まる。 
 
また(財)日本土壌協会は津市にある(有)酵素の里の圃場において生ごみ堆肥「有機みえ」の
使用によって土壌中の微生物がどのように増加していくかについての実験を当面 1 年間の
予定で開始した。 
実験の正式名称は、「土壌微生物多様性調査」と 3月 19日決定。一区画 9㎡として対照区
（堆肥無施用）化成肥料区、生ごみ堆肥２ｔ区、生ごみ堆肥５ｔ区、生ごみ堆肥１０ｔ区、

生ごみ堆肥２ｔ区（三功方式）をそれぞれ 2系列 12区画で実施。これ以外に 8年以上堆肥
を使用した区画（1か所）においても同様の調査が行われます。 
 ＊生ごみ堆肥２ｔ区（三功方式）には土こうじ等をプラス 
 
実験の目的は、堆肥の使用によって土壌に微生物が増えることで、土壌が豊かになり、作

物にどのような影響（作物の安全性）を及ぼすかということを調査する。 

  
               実験状況 
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(有)酵素の里 
 
これまでの経緯 
平成１０年１月 (有)三功代表取締役社長 片野功之輔氏（個人）が農業従事者の許可取得 
平成１０年８月 減農薬有機栽培農業を開始 
平成１２年   地元農家１３人と「酵素の里」を結成 
平成１５年３月 (有)酵素の里設立 
平成１５年   野菜を直販並びにマックスバリュ津北店、ジャスコ久居店に販売 
        【リサイクルループ成立】 
平成１７年   アピタ松阪三雲店で野菜販売 
        【リサイクルループ成立】 
 
主な生産物   トマト、コマツナ、コメ、ミズナ、イチジク、サトイモ 
農家のメリット 直接小売店に販売することにより流通コストが抑えられ、利益率を高め

ることができた。出荷も共同で農家が交代で運搬したため、運搬コスト

も削減でき高収入につながった。 
今後の計画   酵素の里で取れたコメで味噌、醤油をつくり販売したい。味噌は、4 月

10日頃を目途に製造を開始したい。 
 

   

        生産された野菜         スーパーに出荷される野菜 

       
       酵素の里店内        酵素の里で売られる「有機みえ」 
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              直営農場（ハウス）で生産される野菜 

       

    直営農場（露地）で生産される野菜   契約農家の紹介（酵素の里店内） 

  

     循環野菜のマーク 
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株式会社伊賀の里 
 
農事組合法人伊賀の里モクモク手づくりファームが場外で農産物を販売したり、飲食店を

経営するための別会社。 
元気になる農場レストランモクモク（鈴鹿）、風に吹かれて（津）の 2店舗からでた生ゴミ
は(株)みえエコくるセンターにて堆肥化され、農事組合法人伊賀の里モクモク手づくりファ
ームの直営農場並びに契約農家での野菜作りに使用されている。 
 
四日市の玄米菜食レストラン「さらら」では生ごみの排出抑制も兼ねてマクロビオティッ

クによる調理を行っているので、生ごみがリサイクルできるほど排出されていない。 
 

   

元気になる農場レストランモクモク（鈴鹿）  店内で出される野菜 
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(株)みえエコくるセンター 
 
これまでの経緯 
平成 18年  ㈱津堆肥センター設立 
平成 19年  ㈱みえエコくるセンターに社名変更、施設稼動 
平成 21年  再生利用事業者に登録 
       再生利事業計画申請中 

                                                     

  
 
処理量  最大４０ｔ／日 （現在約７ｔ／日） 
処理費  18円／kg 
堆肥化技術  
 床材（もみ殻、壁土、落ち葉、ウッドチップ、土ぼかし）と「野菜系生ゴミ」「タンパク

質系生ゴミ」「炭水化物系生ゴミ」を一定の目安で混合撹拌し、パレットに投入後、スタ

ッカークレーンで格納。パレット内で発酵させながら、全自動で切り返しを行い、ほぼ 1
年かけて熟成させ、堆肥として出荷。搬入の計量から、撹拌、切り返しまで、自動化や

省力化が随所に図られているが、混入した異物だけは手作業で取り除いている。 
 

    

     生ゴミの投入            投入・撹拌状況 
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       スタッカークレーン         手作業による異物の除去 
回収 
 専用のキャスター付カートをスーパー、コンビニ、飲食店に設置し、毎日カート専用ト

ラックにて回収を行う。 
 

     

               専用運搬車 

   

        専用カート           自動計測（バーコード管理） 
    
リサイクルループの取組 
○ モクモクファーム 

(株)伊賀の里の経営する農場レストラン風の葡萄（鈴鹿）、風に吹かれて（津）の 2
店舗からでた生ゴミを堆肥化し、その堆肥を農事組合法人伊賀の里モクモク手づくり
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ファームの直営農場で使用し、野菜を生産。生産された野菜は再び、農場レストラン

2店舗で使用されている。 
 

○ マックスバリュ 
マックスバリュ鈴鹿住吉店他 19 店舗から出た生ごみを堆肥化し、その堆肥を鈴鹿市
の農業生産者グループ「大地の耕作人」が使用して野菜を生産。生産された野菜はマ

ックスバリュ鈴鹿住吉店の地産地消コーナーと、同店がキーテナントとなるショッピ

ングモール内にある大地の耕作人の直営店「ファーマーズだいち」で販売。 
 

○ カネスエ「旬楽膳」（予定） 
(株)カネスエのオーガニックブランド店「旬楽膳」2 店舗に併設するレストランから
出る生ごみを堆肥化し、その堆肥を岐阜県の有機 JAS 農家「なずな農園」で野菜を
生産の予定。生産された野菜は「旬楽膳」に併設するレストランで使用される予定。 
当社の堆肥をアファス認証センターにて資材認定の適合検査中。有機 JAS の認定が
おり次第ループを形成する予定。 

 
リサイクルに対する考え方 
 排出事業者、再生利用者が対等の立場に立って、「お互いにリサイクルに頑張って取り組

みましょう」という関係を築くことが大事である。循環ループの構築のワンストップサー

ビスができるコーディネートを心がけている。排出事業者と、農業生産者をつなぎ、関係

者に価値を返還できる仕組みづくりをしていきたい。細くつながった線をより太くし、リ

サイクルループをより強固なものにしていきたい。 
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農事組合法人伊賀の里モクモク手づくりファーム 
 
これまでの経緯 
平成 14 年   レストランからの調理くず、食べ残し、地ビール工房からのモルトかす、

とうふ工房から出るおから、もみ殻、米ぬかなどを駐車場横の堆肥舎で

堆肥化を開始した。堆肥は直営農場、契約農家でジャガイモ、タマネギ、

ニンジン、トウモロコシなどを生産し、場内のレストランで使用したり、

場内の直販場で販売をしていた。 
 
         【リサイクルループ成立】 
 

              
           場内のレストラン         場内の直販場 
       

      
     直営農場や近郊の契約農家で作られる野菜 
 
 

平成 20年   堆肥舎が来客用駐車場の直近にあり、来場者に不快感を与える可能性があ
る為一旦堆肥作りを中止した。より品質の良い堆肥を作るため橋本力男

氏の主宰するコンポスト学校で担当者が年間 20日間の研修を受け、土作
りの手法を模索。 
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平成 20年   また別の取組として農場レストラン風の葡萄（鈴鹿）、風に吹かれて（津）
の2店舗からでた生ごみは(株)みえエコくるセンターにて堆肥化されてい
る。堆肥はモクモク手作りファームの直営農場と契約農家で使用され、

そこで生産された野菜は、農場レストラン風の葡萄（鈴鹿）、風に吹かれ

て（津）の 2店舗で使用されている。 
＊レストラン風の葡萄（鈴鹿）は平成 21年 3月に元気になる農場レス

トランモクモク（鈴鹿）と店名を変更しました。 
 

         【リサイクルループ成立】 
   

 
平成 21年   新たな堆肥化施設の建設を予定 
        【21年度中に場内におけるリサイクルループを完成したい】 

           
             ジャージー種の牛舎   現在はジャージー牧場の牛糞の 

熟成場として利用している堆肥舎 

 

                 将来のイメージ 



 14

(株)ヤマナカ 
 
これまでの経緯 
以前より   魚のあら、廃油はそれぞれ個別に処理を行ってきた。 

野菜くずの自社処理は、技術的な不安や、堆肥の販売先をみつけることが

困難なため見合わせた。           
野菜くずに関しては数年前名古屋市の処理料が 10 円／kg から 20 円／kg
に上がる前に、市内の廃棄物処理業者に相談して、他のスーパーやレスト

ランに声をかけてもらい、市内全体で食品残さをリサイクルするよう呼び

かけた。 
       アサヒ環境㈱名古屋オーガニックバイオセンターでヤマナカ名古屋市内店

舗の店舗の半分強の野菜くずを堆肥化。 
  
平成 19年  ㈱熊本清掃社バイオプラザなごやの営業開始にあわせて食品残さの処理先を

変更。 
 
平成 20年  おかえりやさいプロジェクトにおいて、㈱熊本清掃社で生産された堆肥グリ

ーンサプリを使用して、野菜を作っているＪＡなごやのブロッコリーをヤ

マナカの市内 5 店舗で販売。流通は名古屋中央市場本場市場を経由して店
舗に配送されている。 

 
        【リサイクルループ成立】 
 

   

        ヤマナカ木場店           店内販売状況 
      

 
平成 21年   おかえりやさいで作られた春ブロッコリーとタマネギの販売を調整中 
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現状並びに今後の取組 
 
       各店舗でこだわった商品を売る認識が高まった。ブロッコリーの売り上げ

は 5 店舗では 3 割ほど高くなり、大高の産地に近い店舗と高級食材を扱う
店舗での売り上げの伸びが目立った。ブロッコリー以外の野菜も販売して

いくためには生産者との協働が必要になる。 
 
       今後は、他のスーパーや、飲食店、家庭、給食から出る食品残さもリサイ

クルしていく仕組みも考えたい。小売店は仕入れの問題があるので、一本

化は難しいが、飲食店には可能性があるので、全てがループにならなくて

もリサイクルが進む方向性（一方通行でもよい）も検討したい。 
 

食品リサイクルだけでなく、全ての廃棄物の有効なリサイクルを促進して

いきたい。魚箱や食品トレーなどの循環型リサイクルを知的障害者の授産

所での事業化で進めている。 
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 (株)ナゴヤキャッスル 

 

平成 19 年 11 月   市内の 2つのホテルから出る年間 322t の食物残さの堆肥化を熊本清

掃社に処理委託 

 

平成20年 1月より  JAなごやでグリーンサプリを使用して作られた野菜を使用して調理

を開始。ウエスティンナゴヤキャッスルのレストランブローニュの

料理にブロッコリー、タマネギを使用。 

 

  

  ウエスティンナゴヤキャッスル      レストランブローニュ 

 

今後の取組     地産地消の観点からおかえりやさいの他の野菜があれば使用したい。

現在ウエスティンナゴヤキャッスルのレストランブローニュでのみ

おかえりやさいを使用しているが、4月以降キャッスルプラザホテル

でもおかえりやさいを使用することを検討中である。今までおかえ

りやさいの使用を広報してこなかったが 4 月以降おかえりやさいの

商標を使用する方向で検討中である。 
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(株)熊本清掃社 バイオプラザなごや 
  
これまでの経緯 
平成  9年  生ゴミ高速発酵処理機導入、リサイクル事業開始 
平成 14年  熊本市にて「バイオプラザおきしん」竣工 
平成 18年  「バイオプラザなごや」竣工 
平成 21年  第 2期ライン竣工予定 
  
処理量 最大 104ｔ／日 
処理費 20円／kg 
商品名 グリーンサプリ 
 

   
             堆肥 グリーンサプリ 

堆肥化技術 
 分別：自社開発の分別機により 10ｔ／時間の処理が出来る 
    それによって、専用の回収システムが不要となり、排出事業者に負担をかけない 
 臭い：クローズド（密閉)式コンポスト施設なので、臭いが外にもれない。施設内を負圧 
    で管理しており、最終排出部で高度の薬品洗浄による脱臭と水処理を行っている。 
 乾燥：太陽光を利用し、電気エネルギーの消費を抑えている。 
 処理期間：50日程度 
 処理できないもの：醤油など塩分の多いもの、イカのあらなど重金属を含むもの 
 含水率：８５％以上で入ったものを１６％以下で出荷 
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    生ゴミの投入            バイオプラザなごや 

リサイクルループの取組 
○ おかえりやさいプロジェクト 

(株)ヤマナカの店舗で出た食品残さを堆肥化し、JAなごやの契約農家でブロッコリー
を生産。生産されたブロッコリーは名古屋中央卸市場本場市場を経てヤマナカの名古

屋市内 5店舗で販売。 
    
○ ナゴヤキャッスル 

(株)ナゴヤキャッスルの経営するホテルから出る食品残さを堆肥化し、JAなごやの契
約農家で栽培した野菜をウエスティンナゴヤキャッスルのレストラン「ブローニュ」

で提供している。 
 
今後の取組 
   堆肥の発酵技術は、温度、湿度、結露、pH、メタンガス濃度等いくつもの項目を管

理する必要があり、高度の技術と経験が必要となる。㈱熊本清掃社では、今後のラ

イン増設のために発酵技術者を酒の杜氏になぞらえて「ごみ杜氏」と呼び技術者の

育成に努めている。 
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JAなごや大高支店 
 
これまでの経緯 
昭和５０年   名古屋市の指導で西洋野菜の導入の一環としてブロッコリーの生産にと

りかかる。 
 
平成 19年   名古屋市からの紹介で㈱熊本清掃社のグリーンサプリを使用。タマネギと

ブロッコリの圃場に投入。安価で機械まきもできるため、農家には概ね

良好な評価を得る。また病害虫も減り、農薬、化学肥料ともに当地比で 5
割以上の削減ができたため、JAあいち経済連認証（いきいき愛知）を取
得。 

  

 使用される堆肥（ＪＡにて販売）熊本清掃社のグリーンサプリ  

   

   
 契約農家のブロッコリー圃場       
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平成 20年   おかえりやさいプロジェクトにおいて地元スーパーの㈱ヤマナカの市内 5

店舗で秋冬ブロッコリーを販売。  
 
         【リサイクルループ成立】 
 

           
               スパーヤマナカでの販売状況 
平成 21年   グリーンサプリを用いたタマネギと、ブロッコリーの生産を予定している。 
 
流通経路 
        共同出荷をＪＡで取りまとめて行っており、名古屋中央市場本場市場を

経由して市内のスーパーヤマナカの系列店 5 店舗で販売。直接販売は行
わないが、市場価格にスライドさせる形で販売している。 

          
               JAなごや大高店での共同出荷状況 
        おかえりやさいではないが、消費者の要望で毎週土曜日大高支店におい

て朝市を行って販売している。またＡコープ大高店の地産池消コーナー

では生産者を明記した販売方法でブロッコリー等地元で採れた野菜を販

売している。 
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                  地元 Aコープの販売状況 
今後について 
        生産者の高齢化に伴い後継者不足であるが、ブロッコリーは単位重量あ

たりの価格が高いので、年配の生産者の体力に合っている。タマネギは

袋詰めが20kgなので、軽い箱詰めにしてほしいと経済連に要望している。
近隣の小学校で野菜の勉強会を催したり、めいきん生協で料理教室や「ブ

ロッコリーの側枝刈り交流会」を行っている。今後も地元野菜を生産し

続けていきたい。 
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２００９年３月１６日 実験圃場に堆肥投入 
 

堆肥投入前                    堆肥投入後 
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８年以上堆肥使用区（第３農場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             第３農場においては通常播種時にマルチとして 
             堆肥を投入し、収穫後にマルチとして利用した 
             堆肥を畑にすき込む。 
 
 
４月中旬に畝を作り、コマツナの種を植える予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

本報告書は古紙パルプ配合率 100％
白色度 70％程度以下の紙を使用して
おります 
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